
第２章 施策の内容 

１ 子どもにつけたい力 

基本目標１ 確かな学力の定着 

基本目標２ こころとからだの健全な育成 

基本目標３ よりよい未来社会を創造する力の育成 

２ 子どもの学びを支える学校づくり 

基本目標４ 全ての子どもの能力を伸ばす教育の実現 

基本目標５ 学校教育力の向上 

 基本目標１ 確かな学⼒の定着

（１）主体的・対話的で深い学びの実現

（２）ＩＣＴ活⽤による情報活⽤能⼒の育成

（３）⾔語活動の充実による読解⼒・表現⼒の育成

（４）筋道⽴てて説明できる論理的思考⼒の育成

（５）英語コミュニケーション能⼒の育成

（６）就学前教育の充実

子どもたちがこれからの複雑で変化の激しい時代を生き抜くためには、
知識や技能の定着とともに、思考力、判断力、表現力をバランスよく育成
することや言語能力、問題解決能力、情報活用能力など汎用的な資質・能
力を育成する必要があります。 

いかに社会が変化しようとも、自ら課題を見つけ、考え、主体的に判
断・行動し、よりよく問題を解決できるよう、ＩＣＴを効果的に活用しな
がら、個に応じた指導や対話的な学びをこれまで以上に進め、確かな学力
の定着を図ります。 
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